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1 Master of Business Administration の略称。日本語では経営学修士。 
2 著名な経験論者には、ヘーゲル、チャールズ・パース・サンダース、ウィリアム
ズ・ジェームズなどが挙げられる中、教育学における経験論の完成は、ジョン・デュ



















































方が個人の生き方を規定する主要因に成りうるのである。この点に、職業行動に焦点化する                                                                                                                                                                                                                     
意義が見出せると考えた。そこで本研究においては、演奏経験の豊富な社会人を研究対象と
し、具体的には短くても 10 年程度の演奏歴を有する社会人 MBA コース参加者の方々を調






























響する環境要因の探究を進めている(Sloboda, Davidson, Howe and Moore, 1996)。その他にも、
熟達レベルの技術習得にむけた計画的な練習の有効性に関する研究(Ericsson, Krampe and 











関わり続ける人生に着目した研究を重ねており、自身の著書  “Chances and Choices: 







                                                        


































































                                                        
12 リッテルマイヤー(2015)pp.4-5 
13 同上 pp.28-34 
14 同上 p.22 




















究(2012)を参考に確定した。インタビュイーについては、第 3 章および第 4 章にて研究対象












































                                                        
16 同上 p.12 
17 同上 pp.4-5 






























                                                        
19 同上 p.9, p.13 
20 船越(2016)pp.3-4 
21 リッテルマイヤー(2015)p.54 
22 同上 pp.54-55 




























                                                        
24 同上 p.54 
25 実際に、芸術体験が人によって異なる作用を及ぼすことの知見が既に伝記的報告から得
られているとリッテルマイヤーは明示している。参照は、R. Oerter/Th. H.Stpffer (Hrsg.) : 




































                                                        
28 たとえば、フィンランドやイギリス、アメリカなどで、学校教育における起業家教育の
一環として、音楽をはじめとする芸術教育を取り入れた実践の報告がなされている(菅野





























































                                                        
30 やまだ(2008)p.7  
31 同上 p.7 
32 同上 p.8 
33 安田(2012)p.41 
34 森下(1983)p.5 
35 同上 p.5 
36 同上 p.6 
37 同上 p.6 
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38 グレイザー(Barney. G. Glaser)とシュトラウス(Anselm L. Strauss)によって提唱された








































                                                        
41 桜井(2002)p.210 






























                                                        
44 桜井(2012)p.6 
45 やまだ(2000)p.1 
46 同上 p.1 
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82 Conway & Rubin(1993)p.103 
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85 同上 p.79 
86 同上 p.82 
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な出来事によって分かれているという階層構造」 87についての提唱や、Brown & 
Schopflocher(1998a, 1998b)による、自伝的記憶の構造の規定要因として、本人によって認め



























                                                        
87 同上 p.12 

































































                                                        
90 桜井(2002) 





































































                                                        
99 同上 p.213 
































                                                        
101 桜井(2002)p.214 





















察や教訓を引き出して今後の行動指針としたりする (Bluck & Habermas, 2000, 2001; 









                                                        
103 詳細は第3章にて記述した。 


































                                                        
107 佐藤(2014)p.137 






































































































                                                        
113 同上 p.24 
114 桜井・小林(2005)pp.232-237 


































































































第 3 章および第 4 章では、上記の分析の枠組みに基づき行った分析の内容と結果、考察
について記述していく。第 4 章の目的は、自己における音楽経験の意味づけの諸相を明らか





第 2 章 調査方法とインタビュー協力者 
 



















 本研究では、演奏を続ける MBA コース参加者を調査対象とし、具体的には X 経営大学
院の在学生・OB・OG によって組織されている音楽サークル「X 音楽の会」に所属する 10
名の個人から調査協力を得た。10 名はいずれも、同経営大学院 MBA コースを受講中ある
いは修了生であり、音楽サークルでの定期演奏会への出演をはじめ、継続的に演奏を続けて
いる。なお「X 音楽の会」には、2017 年 7 月現在、在学生及び OB・OG 含め、141 名の登
録があり、定期演奏会をはじめ、音楽鑑賞会や勉強会の企画開催がなされている。最も大き
なイベントは、半年から 1 年に一度のペースで行われている定期演奏会であり、2017 年 3
月 4 日には、18 組、総勢 80 名以上のメンバーがステージでの演奏を楽しんだ。次回の定期
演奏会は 2018 年年明けを予定している。 







の告知と並行して継続的に調査協力のエントリー活動を行なった。期間としては 2013 年 7




















































で 3 回、所要時間は 1 回あたり 40 分から 160 分程度であった。直接面接終了後、事実確認
の補足として電話やメールを用いることもあった。またあらかじめ、本人の許可をえて、直
















第 2 節 インタビュー協力者 
(1)インタビュー協力者の概要 
インタビュー協力者 10 名は、男性 9 名、女性 1 名、年齢が 30 代から 50 代、職業は 10 名























A(56) ①リコーダー(4 年程度、社会人アンサンブル) 
②ホルン(中学高校時代の吹奏楽部)、高校卒業
















30 年程度 会社経営 




















15 年程度 会社経営 




20 年程度 公認会計士 






I(47) ①歌(4 年程度、合唱) 
②歌唱(小学生以降、歌謡曲の鑑賞歌唱、高校
大学時代は外国曲や洋楽の鑑賞歌唱も、独学) 
20 年程度 会社経営 




















































【B さん (41 歳・男性・人事)】 




































































































































































































卒業後、音大入学を目指した専門の勉強を始める。以降 3 年間は人生を賭け(※3)、最初の 2
年間は著名なヴァイオリニストに師事し Z 大学を目指す。3 年目はオーストリアの音楽大学




















































































































に 陽炎おどりだす 三月の終わり 私は生まれたの 8 年の前のその時は 東京五輪に



























H さん以外「X 音楽の会」の活動を通して出会った。H さんについては、それ以前からの知
り合いであった。E さん、H さん以外の調査協力者は関東近郊在住であることから比較的頻
繁に会いやすく、よって定期的に行われる演奏会を目指したそれぞれの練習活動の場に 3 年
以上、継続的に参加してきた。C さん、G さんの場合はピアノ伴奏者として、B さん、F さ
ん、J さんの場合はそれぞれのバンドのキーボードとして、A さん、D さんの場合はリコー
ダーアンサンブルの仲間として、I さんの場合は合唱練習の運営サポートとしての参加であ
























第 3 章 演奏を続ける MBA コース参加者における音楽経験の意味づけ 
 




































【表 3-1 発話における現在の自己と経験とのつながりに対する解釈】 






















第 2 節 分析結果と考察 






















A は、憧れを叶えるかたちで、吹奏楽部の名門校、Y 高校に入学し、その 3 年間を吹奏楽
一色で過ごした経験を有している。A がそもそも Y 高校に憧れを抱いたきっかけは、中学
時代、吹奏学部での活動を通じて、吹奏楽の全国大会金賞受賞校である Y 高校の演奏を LP
で聴いたり、Y 高校に関する雑誌記事を読んだりしたことであった。そして、当時の Y 高
校を指導していたのが TN 先生である。TN 先生はいわば、「甲子園でいうと名監督」であ




























































































 (2)B の事例 




































＜発話 B-3 について＞ 
発話 B-3 











































＜発話 B-5 について＞ 














＜発話 B-6 について＞ 























＜発話 B-7 について＞ 


























































 (3)C の事例 
幼少期に習い始めたピアノ学習をはじめ、作曲、バンド活動、吹奏楽、オーケストラと、

























制への語りとなっているのである。実際 C は、社会人 3 年目でオーケストラを再開して以













































































すね、89 年か 90 年。強烈でした。紅白とかも最初はすごかった。最初は一番…やっぱり人間って努力したらこうい
うことができるんだっていう原体験になったと思うんです」 
 
発話 C-5 は、中学時代に夢中になった、聖飢魔Ⅱと X-JAPAN についての内容である。な




5a と C-5b をグルーピングした。 








「中学時代に聖飢魔Ⅱや X-JAPAN と出会った経験を通じて、信念が形成された」である。 
 

























































































































































一方の側面は、D-2 および D-5 から導かれる、働く側面の自己である。D-2 は、仕事のリ
フレッシュができていること、D-5 ではパソコンスキルの高いことに、それぞれ音楽経験の
影響を見出しているといえよう。両者からは、業務の質向上に対し、音楽経験が有効に働く
という D の解釈がうかがえる。 
もう一方の側面は、D-1、D-3、D-4 が集約される、内的基盤を生成する側面の自己である。
具体的には、D-1ではやればできるという自信、D-3では目標達成にむけて努力する癖づけ、











































































































第一に、E-1 から導かれるのは、演奏する側面の自己に対する意味づけである。E-1 は、 
過去に経験してきた様々な音楽に関わる出来事を通じて、音楽的な才能に長けていないと
いう現在の自己認識にいたっていることが読み取れる。 

















































































た。https://ja.wikipedia.org/wiki/EastWest accessed October 29, 2017 
 79 
 




















































































































 よって発話 G-2 から読み取れた、現在の自己について音楽経験を意味づけていることは
「幼少期から積み重ねてきたヴァイオリン練習によって、頑張ればいつかできるようにな














 発話 G-3 の冒頭における「それ」というのは、大学卒業後、音大への入学を目指して、ヴ



















































































































































































H の場合、これら 3 つ内容がすべて、内的基盤を生成する側面の自己に対する意味づけで



































なと思いましたね。実際、TR 先生だとか EN 先生とか SD 先生もそうだし、第九のパートリーダーをずっとしてくだ
さった SG 先生とか、僕自身がそういった方にたとえばネットで調べて連絡しても練習なんてしてくださるわけない

























I の場合、これら 2 つの内容は両者共に、働く側面に対する音楽経験の意味づけと言える。
具体的には、合唱活動によって仕事の質が高まり、合唱指導の先生からリーダーシップに関
する学びが得られていることが認識されている。 

















































































一方、J-2 および J-3 から導かれるのは、演奏する側面の自己に対する意味づけである。










第 3 節 総合考察 
本章では、音楽経験の意味づけがどのような思考であるのかを明らかにすることを目的
に、10 人の事例分析を行なってきた。本節では、それらの結果および考察をふまえ、総合























【表 3-2 各事例において見出された自己の側面の構成と数】 
事例(意味づけの数) 【演奏する側面】 【働く側面】 【子育てする側面】 【内的基盤を生成する側
面】 
A(4) 1   3 
B(7) 3 1 1 2 
C(6) 1 3  2 
D(5)  2  3 
E(4) 1 2  1 
F(5) 2 1 1 1 
G(7) 2  1 4 
H(3)    3 
I(2)  2   

















































の、結果的には 10 人の語り手全員が育児経験者であった128。もっとも、A や J の場合は、























っていくのである。語り手の自己の側面を表した図 1 を参照されたい。 

























【図 1 内的基盤を生成する側面とその他の側面の位置関係】 
 
②音楽経験の意味づけには、演奏者としての自己規定を促す機能がある。 





に関する判断も難しい。D と E をのぞいて、専門的な音楽教育を受けた経験は確認されず、
中でも、基本的に独学のスタイルで音楽と向き合ってきた B や E や F、一度も習った経験






















に集約して説明される。(表 3-4 参照) 
 
 










G G-5. 音大入学が叶わなかった経験から、プロになれない自己を認識している。 
J J-2. 曲をプレゼントする母親の影響で、自分も曲を作って演奏を続けている。 
J-3．全国大会で演奏した時の感動が、今も音楽を続ける理由となっている。 
 
【表 3-4 意味のまとまりで整理した【演奏する側面】における音楽経験の意味づけ 】 
《演奏者としての自己の能力や可能性における限界を認識させられた》 
A-4．高校の吹奏楽部活動を通じて、音楽的才能の限界を認識する。 
                                                        
129 特に、高松(2007)のライフストーリー論においては、この点が積極的に強調されてい
る。高松はライフストーリーと向き合うことについて「これまで語ってこなかったことに
























る。なお 3 通りのうち 2 通りが J における意味づけである。 
事例ごとに、【演奏する側面】における音楽経験の意味づけの内容を統合的に読み込んで
いくと、それぞれの語り手が、演奏者としての自己をどのように説明し、規定しようとして
いるのかが、解釈できる(表 3-5 参照)。 
 
  【表 3-5 事例別にみる【演奏する側面】における音楽経験の意味づけ】 
A 「A-4. 高校の吹奏楽部活動を通じて、音楽的才能の限界を認識する」⇒《演奏者としての自己の能力や可能性
における限界を認識させられた》 




























































【表 3-6 各事例の【内的基盤を生成する側面】における音楽経験の意味づけの内容】 












































































































第 4 章 音楽経験の意味づけに見る音楽経験による職業行動への影響 
 








第 1 節 分析の手順 
 前章での分析結果をふまえ、次の手順にて分析を進める。 























【表 4-1 分析手順において参考とした先行研究】 













































第 2 節 分析の結果と考察 


































































































 B の事例において第 3 章で抽出された 7 か所の発話のうち、職業行動に関連した話題が
























































































































 C の事例において第 3 章で抽出された 6 か所の発話のうち、職業行動に関連した話題が





















































































































































































































D の事例において第 3 章で抽出された 5 か所の発話のうち、職業行動に関連した話題が


































































D の事例において第 3 章で抽出されていた 5 か所の発話のうち、職業行動に関連した話
























E の事例において第 3 章で抽出された 4 か所の発話のうち、職業行動に関連した話題が確


























































































F の事例において第 3 章で抽出された 5 か所の発話のうち、職業行動に関連した話題が確






























































































G の事例において第 3 章で抽出された 7 か所の発話のうち、職業行動に関連した話題が












































































































H の事例において第 3 章で抽出された 3 か所の発話のうち、職業行動に関連した話題が



























































































































































































































































【表 4-2  24 通りの音楽経験による職業行動への影響】 
事例 音楽経験による職業行動への影響 
A 「A-3 高校時代の吹奏楽部での試練に耐えた自信があったから、起業に挑戦できた」 
































H 「H-2 音楽経験を通じて価値観が形成され、就職先にも音響の会社を選んだ」 
「H-3 コピーバンドの演奏活動を通して培われた感動の理由を知り再創造する癖は、仕事にも通じている」 






















































































































































































































































































 第 2 章では、第 3 章および第 4 章の研究に共通する調査方法と、インタビュー協力者で
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